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（１） 

☆☆【RS_Baseと電子カルテの画面連携】 

 

・電子カルテからRS_Baseの患者画面表示 

http://localhost/~rsn/2000.cgi?show=ID番号   を表示させる。 

 

注) この画面は、RS_Base 基本情報 (22) ID_Close で、1800秒を指定すると、 

30分で自動で画面が閉じます(ver2014-06-11以降)。 

 

 

・電子カルテからRS_Baseの血液データ画面表示 

http://localhost/~rsn/labo_ini.cgi?ID番号=enlarge を表示させる 

 

 

注）上記URLの localhost の部分は、他のPCのIP たとえば 192.168.1.10 など 

  に可変になっているほうがベター 

 

････････････････････････････････････・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

2014-6月：新たな連携方法追加 

必要な条件： 

・電子カルテの端末に、RS_Baseがインストールされている状態 

・RS_Base 基本情報 (9)(A)xmlHttp_id3 ID連携をする  がyes の設定 

・電子カルテからは、http://localhost/~rsn/aiueo.cgi?idshow=ID のコール 

例）http://localhost/~rsn/aiueo.cgi?idshow=12345 

 

以上のURLコールにて、public_html¥ID.dat と C:¥RSB_TEMP¥ID.dat  の両方にIDが出力されるこ

とにより（この意味合いは次項目の画面自動連携参照）開いているRS_Baseの患者画面が指定ID (例では 

12345) の画面に切り変わります。 

 この方法のメリットは、開いているRS_Baseの患者画面が切り替わるので、それまで開いていたRS_Base

の患者画面を閉じる必要がありません。 

 

また、GUI 画面の public_html¥RS_Base.pl （次ページ参照）を立ち上げておくと、 

このGUIメニューのIDも変わりますので、電子カルテに、血液、診療内容、薬歴、家族、などの 

RS_Base用のボタンがなくても RS_Base.pl から、ダイレクトにそれらを、立ち上げることができます。 

････････････････････････････････････・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

☆☆【RS_Baseと電子カルテの画面自動連携】 

 

電子カルテ側で患者画面を表示させた時に、RS_Baseのクライアントインストールドライブの 

Drive:¥User¥rsn¥public_html¥ID.dat  に、患者番号を書き込むとRS_Baseの画面が 

書き込んだ ID に自動で変わる。 

 

RS_Baseのトップ画面を表示する時は  

Drive:¥User¥rsn¥public_html¥ID.dat  に、999999999999999 (15桁 の 9) を書き込む 

 

注）この連携のためには、RS_Base側では、基本情報、 (9)(A)xmlHttp_id3 ID連携をする   

  を yes と設定する必要あり 

 

注）ID.dat の出力先も、ユーザーサイドで出力先を指定できた方がベター 

････････････････････････････････････・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

http://localhost/~rsn/aiueo.cgi?idshow=12345


 

☆☆【電子カルテとの画面連携を仲介する public_html¥RS_Base.pl】 

 

 
 

2014年4月以降のRS_Base(usrも新しいもの)では、RS_Base.pl という電子カルテとの連携を仲介するプロ

グラムも使用可能。 

 

RS_Base.plを立ち上げると、上に示した画面が立ち上がりますが、この RS_Base.pl は、

c:¥RSB_TEMP¥ID.dat の情報を常時監視していますので、電子カルテの患者画面が変わるときに 

c:¥RSB_TEMP¥ID.dat にそのIDが書き込む様にしていただきますと、RS_Base.plの画面にID番号が入り、

画面両サイドのボタン群クリックにて、当該患者の情報を表示することができます。 

また、RS_Base.plで読み込んだID情報は、そのクライアントのpublic_html¥ID.dat にIDを書き出します

ので、RS_Baseの画面が開いている状態ですと、電子カルテと RS_Baseの患者画面が連動して変わる様

になります。（ RS_Base側の基本情報の設定で、 (9)(A)xmlHttp_id3 ID連携をする yes と指定） 

 

この、RS_Base.pl をご利用いただくためには、RS_Baseは2014年4月以降、usrは、2014/3/18以降のもの

を使用する必要があります。(これらは、共にダウンロード可能) 

 

RS_Base.pl を立ち上げるためには、 

 ・ pl という拡張子(RS_Base.pl)をusr¥local¥bin¥perl.exe に関連付ける 

 ・ Users¥rsn¥public_html¥RS_Base.pl のショートカットを 

   スタートアップに入れる 

 ・ RS_Base.pl のショートカットは、実行時の大きさは最小を指定 

 

以上で、PC起動時に自動でたちあがります（表示位置は指定できません） 
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（２） 

【患者表書き情報をRS_Baseに出力する】 

 

c:¥DRS¥kanja.txt としてデータ出力されると、それをRS_Baseがreload 時に自動で  

読込み、それまでのRS_Baseの患者情報ファイル name.csv のデータに結合します。 

 

各行のフォーマットは、下記 

 

ID,よみ,名 前,生年月日,住所,性別,電話,携帯電話,職業,郵便番号,  

記号,番号,保険者番号,本人家族,老人市番号,老人受給番号,  

公費負担者番号,公費受給者番号,第２公費負担者番号,第２公費受給者番号,  

 

kanja.txt のデータと、name.csv のデータでIDがダブっているものがある場合は、 

kanja.txt のデータを優先します。kanja.txt は個人情報は複数人(複数行) あってもかまいません。  

 



生年月日のフォーマットは、1987/8/4 のようなフォーマットです。  

性別は、男性、女性 

電話番号以降は必須ではありません 
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（３） 

【患者情報をRS_Baseの受付用に出力する】 

 

・ファイル名： IDuke.csv 例 20000uke.csv 

 

・その内容：（Iファイル一行） 

 ID,なまえ,名前,性別(male female),生年月日,郵便番号,住所１, 住所２,電話番,受付時間,  

 

保険情報も含めた、患者情報出力は 

10000,ヤ○○ ○○ジ,山○ ○司,male,1956-12-14,732-0064,広島市東区 ,,56-31**,2006-12-04T14:20:16, 

JPN,国保,00,380011,西国保,１０５０１１１１,true,2006-08-01,2007-07-31, 1,老人三

割,27380011,2025211,2006-10-01,9999-12-31, 2,重度,81380011,0000411,2003-04-01,9999-12-31, 3,原

爆,19346022,2041111,2003-04-01,9999-12-31,JPN 

 

といったフォーマット 

 

・IDuke.csv の出力先は可変（RS_Base側で、ユーザーがホルダーを指定する） 

 

注）RS_Base側での、ホルダーを指定する指定場所は、基本情報、211番 

  BOX受け付け用に、IDuke.csv,Syoho.csvを出力するホルダー にて指定する。 

 

注） リアルタイムには、3) の方法で、患者情報を読み込ませ、 

   患者情報を一括出力する時は 2) の kanja.txt 方法で出力する  のが通常の方法です。 
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（４） 

・【診療内容をRS_Baseに出力する】 

 

ファイル名： IDSyoho.csv 例 2000Syoho.csv  

 

  ファイルの出力先は、(3) と同じ 

 

出力内容： 

ID,日付,区分,厚生省コード,薬名,一日量,単位,未使用,処方日数,処方方法,未使 用,医師コード,医師名,受診コ

ード 

 

 注）区分について  

100番台 基本診療、200番台 処方薬、300番台 注射薬、400番台 処置、600番台 検査 

 

19623,2007-01-24T13:32:13,400,810000001,（躯幹，四肢）,,,,1,,,10002,山下 郡司,1256 

19623,2007-01-24T13:32:13,210,614490030,アレジオン錠20 20mg,1.000,錠,,5,一日１回夕食,,10002,山下 

郡司,1256 

19623,2007-01-24T13:32:13,400,140011810,皮膚科軟膏処置４,,,,1,,,10002,山下 郡司,1256 

19623,2007-01-24T13:32:13,250,120001210,処方料（その他）,,,,1,,,10002,山下 郡司,1256 

19623,2007-01-24T13:32:13,230,120001010,調剤料（外用薬）,,,,1,,,10002,山下 郡司,1256 

19623,2007-01-24T13:32:13,210,120000710,調剤料（内服薬・浸煎薬・屯服薬）,,,,1,,,10002,山下 郡司,1256 

19623,2007-01-24T13:32:13,110,111011810,初診（同日複数診療科）,,,,1,,,10002,山下 郡司,1256 



 

RS_Base側では、RS_Baseの B受付 を立ち上げる、あるいは20秒ごとの自動リロード時に、 

IDuke.csv、IDSyoho.csv を読み込む 
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（５） 

・【電子カルテの所見をRS_Baseに出力する】 

 

 ファイル名 shoken.dat の文字列を含む ファイル 

  例）123456789_shoken.dat  

 

  ファイルの出力先は、(3) (4) と同じ 

 

  ファイル内容フォーマット 

 

 1行目:ID 

  2行目 日付 2006/09/13 

  3行目以降： その内容  

 

  例）  

 101 

 2006/09/13 (月曜） 

 受付15:55 採血結果：異常なし。 

 症状が再燃すれば、胃部検査を予定  

 

注） 同日再診の場合は、 

日付を 2006/09/13a 2006/09/13b など日付の後ろに、半角文日付が同じでも、上書きされません。  

日付はyyyy/mm/ddフォーマット 

 

☆ 

所見を最初に、一括で読み込ませたいときは、 出力先は、 

RS_Baseサーバーの Drive:\Users¥rsn¥public_html¥shoken¥ID末尾数字\ID.txt 

として RS_Base の所見ファイルに直接書き込む 

 

例） Users¥rsn¥public_html¥shoken¥2¥3102.txt 

 

一括出力ファイルの内容は下記のような感じ。（適宜改行） 

 

------------------------------------------- 

●05/03/22 

昨日より、倦怠感あり。咳あり。咽頭痛あり。 

お腹も疲れたら下痢になる。1週間前くらいに  

------------------------------------------- 

●05/03/10 

咽頭所見異常なし 心肺所見異常なし 

頸部リンパ節腫脹、圧痛なし  

------------------------------------------- 

●04/11/08 

咳、痰があり。痰がだんだん、黄緑になって きた。 

は36.8度程度 

-------------------------------------------  

 



････････････････････････････････････・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



所見の連携に関する追加：(2011-10-11) 

-------------------------------------------------------------------------- 

【質問１】 

・フォント情報（文字の形式、色、大きさ、太文字、下線など）、・画像情報（ドローツール、シェーマ

など）、ハイパーリンク情報をどのようにすれば連携することができるのか。 

 

ｃ 

・フォント情報は、htmlタグ、つまり、<font color = red><B><U>最近腹痛が持続している</U></B></font> 

のように対応可能ですが、フォントのサイズは変更しない方がいいと思われます。 

ハイパーリンクも、<a href で対応いただけるものはリンク可能。 

・スケッチの連携を行う場合は、スケッチを、患者の所定ホルダーに、jpeg として出力していただければ、

RS_Baseの所見内および、RS_Baseの患者画面にも表示されます。 

 

出力先は、RS_Baseサーバーの 

Users¥rsn¥public_html¥sketch¥ID末尾数字¥ID¥年¥日付.jpg となります。 

 

IDが102 の方ですと、 

Users¥rsn¥public_html¥sketch¥2¥102¥2011¥2011_10_08_0.jpg 

Users¥rsn¥public_html¥sketch¥2¥102¥2011¥2011_10_08_1.jpg 

 

という出力先、ファイル名になります。ホルダーが存在しない場合は、作成していただく必要があります。 

-------------------------------------------------------------------------- 

【質問2】 

所見連携にて使用不可能な文字がありましたら教えて下さい。 

 

【回答2】 

●は日付の情報として使用しますので、所見内に●の文字がある場合は ★ へ変換していただくのがベ

ター。 

フォントなどの文字情報変換のタグ以外は、RS_Baseでのweb表示がおかしくならないように、 

<  は、&lt に、 > は、&gt という文字列に変換していただくのがベター。 

尚、web表示時には、&lt は、<  に、 &gt は、> として表示されます。（これは、RS_Baseが、とい

うことではなく、web一般的にです。）。 

-------------------------------------------------------------------------- 

【質問3】 

'一括読み込みの区切り文字について教えて下さい。(------ が43個の文字列) 

 

【回答3】 

所見一括出力時の区切りは、------ が43個になっており、これは所見のテキスト自身を開いたときに見や

すくするために追加されている文字列ですが、---が43個の文字列は、RS_Baseでは非表示になりますので、

実質的には、------ が43個の区切りの文字列は、不要と考えていただいて結構です。 

-------------------------------------------------------------------------- 



 

6) 
・【電子カルテのサマリーをRS_Baseに出力する】 

RS_Baseのサマリーファイルにテキストとして直接出力が必要です。 

ファイルは、RS_Baseサーバードライブの下記のファイルとして出力 

 

Drive:\Users¥rsn¥public_html¥summary¥ID末尾数字¥ID.txt  

 

例） Drive:\Users¥rsn¥public_html¥summary¥5¥115.txt   

 

 

････････････････････････････････････・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

7)・【電子カルテの病名をRS_Baseに出力する】 

 

ファイル名：ByoData.csv 

 

  ファイルの出力先は、(3) (4) と同じ 

 

出力先： IDSyoho.csv (診療内容)、IDuke.csv (受付情報) と同じホルダー 

 

ID1,$np,$np,開始日,$np,$np,$np,$np,$np,$np,$np,終了日,病名  

ID1,$np,$np,開始日,$np,$np,$np,$np,$np,$np,$np,終了日,病名  

ID2,$np,$np,開始日,$np,$np,$np,$np,$np,$np,$np,終了日,病名  

ID2,$np,$np,開始日,$np,$np,$np,$np,$np,$np,$np,終了日,病名  

 

（ID,開始日,終了日,病名 のみ使用）$np の部分は未使用  
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【RS_Base検査歴 トップ画面】 

 



 

 

【血液テーブル】 

 



 

【血液グラフテーブル】 

 
 

 

【診療、所見画面】 

 
 

【写真付、薬情】 



 

 



 

 

【紹介状】 

 



 

 

【内視鏡画面】 

 
  


